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＜配布資料＞　「各種研修技法」
	１）講義方式（レクチャー方式）

講義方式は、一人の講師が、多数の受講者に対して一方的に講義を行う伝統的技法である。この講義方式を成功させるためには、講義のレジュメ（骨子）をあらかじめ作成して、論理的に分かりやすく説明する準備が、重要となる。

	２）全体討議方式

学習者が考えたり討議したりする方式を「参加学習方式」というが、参加者人数が少ない場合に全員が参加した討議を行う方式を全体討議方式という。この場合には、討議のテーマ選定が重要となる。

	３）グループ討議方式

「参加学習方式」を実施する場合に、参加者人数が多い時に数グループに分けて討議を行う方式をいう。この場合には、設定された時間内に討議が終わらなかったり、発表に時間がかかる場合があるので、時間管理が重要である。

	４）フォーラム（研究会）方式

フォーラムというのは、ラテン語で「広場」のことであり、討議を中心とした研究会方式のことである。デベート・フォーラムでは、特定の問題に対して賛成・反対両方のグループを用意して、両方のグループによる討論をさせ、フロアからの質疑を同時に行うのが一般的なやり方である。この場合のポイントは、フォーラム方式にあったテーマの選定が重要となる。

	５）事例研究（ケーススタディ）

事例・物語（=ケース）を読み、その事例の中の問題点や解決策を学習者が考える方式である。この場合は、さまざまな問題を含ませた事例の中身が重要となる。また、学習者が抽出した問題点や解決策に対して、指導者が的確に講評することが必要となる。

	６）インシデント・プロセス方式

この方式は、事例研究のひとつであるが、ケースの文章が短いもので、そのインシデント（＝出来事）を学習者が読んで、必要な情報の判断を行わせたり、限られた条件の中で問題解決をさせたりするものである。一般には、「未決箱・既決箱」を利用したイン・バスケット方式をとることが多い。

	７）役割演技法（ロールプレイング）

学習者の中から演技者（プレイヤー）を選び、役割（ロール）を与えた上で、演技を行わせて、知識の面だけでなく、実際に行動や会話をすることによって、研修内容を身につけてゆく技法である。接遇訓練などで使うと高い効果が得られる。

	８）ワークショップ方式

ワークショップとは、講義など一方的な知識伝達のスタイルではなく、参加者が自ら参加・体験し、グループの相互作用の中で何かを学びあったり創り出したりする、「双方向的な学びと創造的学習スタイル」のことであり、職場、職務の実感的研究会とも言うべき手法である。したがって、指導者は、ファシリテーター（促進者、盛り立て役）としての役割に徹する必要がある。

	９）問題解決方式

単に、知識や技術を教えるだけでなく、職務上の問題の解決策を考えさせてゆく研修技法である。この問題解決法には、KJ法（ポストイットなどのカードを使う方法）や、特性要因図（=魚骨図）など、さまざまな方法がある。

	10）視聴覚技法

VTRやパワーポイント、OHPなどの視聴覚機器を使って行う研修技法である。これは、耳から聴くだけでなく、視覚的を使って理解度を高め、学習効果をあげようとするものである。

	１１）ゲーム方式　

ゲーム方式の種類は３００以上ある。その中でも、参考として「財務シュミレーションゲーム」を説明すると架空の会社を作り、社長、経理部長、営業部長などの役割を分担しながら、商品を売買をして、現金帳、貸借対照表などの決算まで行って財務を勉強するゲームである。ただし、ゲームの道具が必要である。

	


※　各人演習用２部コピーの１
カリキュラム表　（例）
	
	○○　年

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	９月
	10月
	11月
	１２月
	1月
	2月
	3月

	新人研修
	★
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	新人受入研修
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	★
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	人事評価
	一般職員研修
	
	
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	係長クラス研修
	
	
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	課長級研修
	
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	部長級研修
	
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	目標による管理研修
	
	
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○○○
	
	
	
	
	
	●
	
	
	
	
	
	

	○○○○
	
	
	
	
	
	
	★
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	備　　　考
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


· は、外部研修機関により実施する。
· は、該当者がいる場合に実施する。
　　　　＜教育内容と手段を考える＞

	
	教育の手段

	
	Ｏｆｆ－ＪＴ

職場外教育
	ＯＪＴ

職場内教育
	ＳＤ

自己啓発

	
	・注入する

・組み替える
	・浸透させる
	・整理する

・幅を広げる

	教

育

内

容
	知識向上
	①
	②
	③

	
	技能向上
	④
	⑤
	⑥

	
	態度向上
	⑦
	⑧
	⑨


　　　　（参照：「教育研修プラン推進マニュアル」平松陽一著）










